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BPM 法を用いて DC のギャップ間隔および上部クラッドの屈折率と結合長の関係についてシミュレーシ
ョンを行い、DCセンサを設計している。一方、電子線描画により、誤差 4 %以下で DCセンサを作製して
いる。これと微小流路を組み合わせ、水とエタノールを流すことで、上部クラッド屈折率の変化を測定して
いる。さらに、DC センサ表面にビオチンを修飾し、ストレプトアビジンの検出を試みている。ストレプトアビ


















の関係を計算し、AHW センサを設計している。第３章で述べた DC センサと比較して、分子の表面吸着
に対する感度が 7.6 倍に改善されたことを述べている。また、感度の膜厚依存性と選択性についても調
べている。その結果、膜厚が HSA の全長以上であれば、膜厚が薄いほど感度が高いこと、BSA 対して




審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
本研究で述べている各種センサでは、ポリマーおよび SiN の導波路を用いて分子認識素子による経
信号変換を行うトランスデューサが構築されている。光方向性結合器(DC)から始め、高感度化を目指し
てエアホール導波路(AHW)の利用も試みている。これらを用いたセンシングでは、誘電率変化を検出す
ることになるが、実際にデバイスを作製し、これらに独特な検出手法を用いて、どの程度の検出限界が実
現されるかを示したことは意義がある。 
一方、分子認識素子として、分子鋳型ポリマー(MIP)を用いることも試みている。分子鋳型ポリマーをこ
の種のフォトニックセンサに用いた例としてはこの研究が初めてであるが、この点において評価できる。
MIP を修飾したセンサの研究は神戸大学工学研究科の竹内俊文教授との共同で行ったが、MIP が人
工的に作られたものであることを考えると、その分子識別能力は驚くべきものである。今後、センサへの
MIPの利用が進むものと思われる。 
以上の研究成果は今後のフォトニックセンサ開発の基盤となりうるものであり、これらをまとめた本論文
は博士論文として高く評価できる。 
 
 
〔最終試験結果〕 
平成３０年３月１２日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
